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レジオネラ症とは①レジオネラ症とは①

レジオネラ属菌が原因で起こる感染症レジオネラ属菌が原因で起こる感染症

（死亡者が発生する感染症）（死亡者が発生する感染症）

↓↓

「「レジオネラ肺炎レジオネラ肺炎」と「」と「ポンティアック熱ポンティアック熱」」

レジオネラ肺炎，ポンティアック熱ともに，乳幼児やレジオネラ肺炎，ポンティアック熱ともに，乳幼児や
高齢者，病人など抵抗力が低下している人や，健康高齢者，病人など抵抗力が低下している人や，健康
な人でも疲労などで体力が落ちている人などが発病な人でも疲労などで体力が落ちている人などが発病
しやすい。しやすい。

なお，人から人への感染はない。なお，人から人への感染はない。



レジオネラ症とは②レジオネラ症とは②

レジオネラ症は１９７６年（昭和５１年），米国フィラデレジオネラ症は１９７６年（昭和５１年），米国フィラデ
ルフィアのホテルで行われた在郷軍人会（Ｔｈｅルフィアのホテルで行われた在郷軍人会（Ｔｈｅ ＬｅＬｅ
ｇｉｏｎ）総会参加者が発症した重症肺炎で独立疾患ｇｉｏｎ）総会参加者が発症した重症肺炎で独立疾患
と認められた。と認められた。

症状症状

ポンティアック熱・・・発熱，寒気，筋肉痛ポンティアック熱・・・発熱，寒気，筋肉痛

（（一般に軽症で数日で治ることが多い一般に軽症で数日で治ることが多い））

レジオネラ肺炎・・・高熱，呼吸困難，筋肉痛，吐き気，レジオネラ肺炎・・・高熱，呼吸困難，筋肉痛，吐き気，

下痢，意識障害下痢，意識障害

（（急激に重症化し，死亡することもある急激に重症化し，死亡することもある））



レジオネラ症とは③レジオネラ症とは③

レジオネラ肺炎はレジオネラ肺炎は，レジオネラ属菌を含んだ直径５，レジオネラ属菌を含んだ直径５
μμメートル以下のメートル以下のエアロゾルエアロゾル（目に見えない微細な（目に見えない微細な
水滴）水滴）を吸入することで起こるを吸入することで起こる気道感染症。気道感染症。

レジオネラ属菌は土壌，河川，湖沼など自然環境にレジオネラ属菌は土壌，河川，湖沼など自然環境に
生息している。冷却塔水，生息している。冷却塔水，循環式浴槽水などの人口循環式浴槽水などの人口
環境水ではアメーバなどの細菌を餌とする原生動環境水ではアメーバなどの細菌を餌とする原生動
物が生息。これらの細胞に取り込まれたレジオネラ物が生息。これらの細胞に取り込まれたレジオネラ
属菌は，細胞内で増殖。（２０℃～５０℃）属菌は，細胞内で増殖。（２０℃～５０℃）

３６℃前後でもっともよく繁殖する。３６℃前後でもっともよく繁殖する。



レジオネラ症防止対策①レジオネラ症防止対策①

一般的な管理一般的な管理
①入浴施設で使用する湯水は，清浄なものを十分供給する①入浴施設で使用する湯水は，清浄なものを十分供給する

②浴槽水は，レジオネラ属菌が検出されないよう水質を管理する②浴槽水は，レジオネラ属菌が検出されないよう水質を管理する

③浴槽水は塩素消毒その他適切な消毒を行う③浴槽水は塩素消毒その他適切な消毒を行う

④浴槽水は循環ろ過器によって浴槽水を浄化することができる機能④浴槽水は循環ろ過器によって浴槽水を浄化することができる機能 を有すを有す

る浴槽以外の浴槽にあっては毎日１回以上，る浴槽以外の浴槽にあっては毎日１回以上，循環式浴槽にあっては１週循環式浴槽にあっては１週
間に１回以上完全に換水する間に１回以上完全に換水する

⑤浴槽水は，シャワー又は打たせ湯に使用しない⑤浴槽水は，シャワー又は打たせ湯に使用しない

⑥使用時の浴槽は，浴槽水を満たしておく⑥使用時の浴槽は，浴槽水を満たしておく

⑦浴槽内は⑦浴槽内は循環式浴槽にあっては，１週間に１回以上洗浄を行う循環式浴槽にあっては，１週間に１回以上洗浄を行う

⑧集毛器その他の浴槽に付帯する設備は，適切に維持管理する⑧集毛器その他の浴槽に付帯する設備は，適切に維持管理する



レジオネラ症防止対策②レジオネラ症防止対策②

循環式浴槽の管理循環式浴槽の管理
⑨循環式浴槽にあっては次に掲げる措置⑨循環式浴槽にあっては次に掲げる措置

アア 循環ろ過器は１週間に１回以上塩素消毒その他適切な消毒を行う循環ろ過器は１週間に１回以上塩素消毒その他適切な消毒を行う

イイ いわゆるいわゆる循環配管は，１週間に１回以上塩素消毒その他適切な消毒循環配管は，１週間に１回以上塩素消毒その他適切な消毒

を行うを行う

ウウ 回収槽を設ける場合は，定期的に消毒を行う回収槽を設ける場合は，定期的に消毒を行う

エエ 検査結果は３年間保存する検査結果は３年間保存する

オオ 自主検査で結果レジオネラ属菌が検出されたときは，その旨を知事自主検査で結果レジオネラ属菌が検出されたときは，その旨を知事

に報告するに報告する

カカ 誤飲防止のため，飲用に適さない旨の表示をする誤飲防止のため，飲用に適さない旨の表示をする



レジオネラ症防止対策③レジオネラ症防止対策③

防止対策の啓発防止対策の啓発
⑩⑩入浴者の見やすい場所に，浴槽に入る前に身体を洗うことそ入浴者の見やすい場所に，浴槽に入る前に身体を洗うことそ
の他入浴者が遵守すべき事項を掲示するの他入浴者が遵守すべき事項を掲示する

⑪⑪入浴施設衛生管理責任者を定める入浴施設衛生管理責任者を定める

⑫シャワー及び打たせ湯は，浴槽水を使用する構造にしない⑫シャワー及び打たせ湯は，浴槽水を使用する構造にしない

⑬循環ろ過器を設ける場合は，洗浄がしやすいものとし，集毛⑬循環ろ過器を設ける場合は，洗浄がしやすいものとし，集毛
器を設ける器を設ける

⑭回収槽を設ける場合は洗浄がしやすいものとする⑭回収槽を設ける場合は洗浄がしやすいものとする



徹底した衛生管理徹底した衛生管理

・・管理記録管理記録

各施設で管理計画を立て，洗浄・消毒・換水・各施設で管理計画を立て，洗浄・消毒・換水・
清掃などの清掃などの記録をつける記録をつける。。

・・水質検査水質検査

最低年１回の水質検査最低年１回の水質検査を実施し，記録はを実施し，記録は３年３年
間保管間保管する。する。

・・残留塩素測定残留塩素測定

レジオネラ属菌の消毒には塩素が有効。測定レジオネラ属菌の消毒には塩素が有効。測定
機器を備え，最低機器を備え，最低１日３回以上１日３回以上測定する。測定する。



条例上の基準と条例上の基準と
衛生措置ガイドライン衛生措置ガイドライン

条例上の基準条例上の基準

濁度・・・５度以下濁度・・・５度以下

ＫＭｕＯ４・・・２５ｍｇＫＭｕＯ４・・・２５ｍｇ//Ｌ以下Ｌ以下

大腸菌群・・・１個大腸菌群・・・１個//ｍＬ以下ｍＬ以下

レジオネラ属菌・・・不検出レジオネラ属菌・・・不検出

ガイドラインガイドライン

色度・・・５度以下色度・・・５度以下

濁度・・・２度以下濁度・・・２度以下

水素イオン濃度・・・水素イオン濃度・・・

ｐＨ５．８～８．６ｐＨ５．８～８．６

ＫＭｕＯ４・・・１０ＫＭｕＯ４・・・１０mmｇｇ//Ｌ以下Ｌ以下

大腸菌群・・・５０大腸菌群・・・５０mlml中不検出中不検出

レジオネラ属菌・・・不検出レジオネラ属菌・・・不検出



残留塩素濃度の管理残留塩素濃度の管理

・・ 浴槽水にあっては浴槽水にあっては０．２～０．４ｍｇ／０．２～０．４ｍｇ／LLになるになる

よう管理すること。よう管理すること。

・・ 残留塩素の測定は，残留塩素の測定は，最低１日３回最低１日３回は行うこと。は行うこと。

（塩素は様々な要因によって濃度が低下）（塩素は様々な要因によって濃度が低下）

・・ 高濃度塩素消毒を行う際には高濃度塩素消毒を行う際には５～１０ｍｇ／５～１０ｍｇ／LL
になるよう調整するのが望ましい。になるよう調整するのが望ましい。

・・ 浴槽水において１．０ｍｇ／浴槽水において１．０ｍｇ／LL以上になると刺以上になると刺

激が強すぎるので注意すること。激が強すぎるので注意すること。



入浴施設衛生管理責任者制度入浴施設衛生管理責任者制度

営業者の責務営業者の責務

①使用時の浴槽状態の点検と記録①使用時の浴槽状態の点検と記録

②②浴槽水の消毒状況（残留塩素）の記録浴槽水の消毒状況（残留塩素）の記録

③浴槽水の換水状況の記録③浴槽水の換水状況の記録

④浴槽その他設備の洗浄・清掃等の記録④浴槽その他設備の洗浄・清掃等の記録

⑤責任者点検確認欄への記入⑤責任者点検確認欄への記入



レジオネラ症防止のポイント①レジオネラ症防止のポイント①

レジオネラ属菌の繁殖は，ろ過器・循環配管レジオネラ属菌の繁殖は，ろ過器・循環配管
内に付着した生物膜（バイオフィルム）が原因内に付着した生物膜（バイオフィルム）が原因
であることが多い。であることが多い。

ろ過器ろ過器，，循環配管循環配管，，集毛器等の定期的な洗集毛器等の定期的な洗
浄・消毒浄・消毒を行う。を行う。

貯湯タンク貯湯タンクの清掃がおろそかになっている場の清掃がおろそかになっている場
合が多いので，合が多いので，最低年１回は清掃最低年１回は清掃するよう管するよう管
理する。理する。



レジオネラ症防止のポイント②レジオネラ症防止のポイント②

気泡発生装置気泡発生装置（ジャグジー），ジェット噴射装（ジャグジー），ジェット噴射装
置，打たせ湯，シャワーなどはエアロゾルを置，打たせ湯，シャワーなどはエアロゾルを
発生させるので，とりわけ徹底した管理が必発生させるので，とりわけ徹底した管理が必
要となる。要となる。

露天風呂露天風呂は外界と接しているため，レジオネは外界と接しているため，レジオネ
ラ属菌に汚染される機会が多くなる。内湯とラ属菌に汚染される機会が多くなる。内湯と
同様，厳しい管理が必要となる。同様，厳しい管理が必要となる。



レジオネラ属菌が検出された場合レジオネラ属菌が検出された場合

被害が拡大しないように迅速に対処被害が拡大しないように迅速に対処

・浴槽など施設の現状を保持したまま，速やか・浴槽など施設の現状を保持したまま，速やか
に所轄のに所轄の保健所に連絡保健所に連絡する。する。

・独自の判断で浴槽内等への消毒剤の投入は・独自の判断で浴槽内等への消毒剤の投入は
絶対に行わない。（原因究明協力義務）絶対に行わない。（原因究明協力義務）

・入浴施設の・入浴施設の浴槽の使用を直ちに中止浴槽の使用を直ちに中止する。する。

・慌てずに・慌てずに冷静に行動冷静に行動する。する。



施設側の管理責任施設側の管理責任

万一の場合，人命が失われ万一の場合，人命が失われ，施設側の責任が問わ，施設側の責任が問わ
れる。れる。
施設全体が社会的に施設全体が社会的に相当なダメージ相当なダメージを被る恐れがを被る恐れが
ある。ある。

↓↓
適切な管理を行えば防げる。適切な管理を行えば防げる。

↓↓

日常の衛生管理が極めて大切日常の衛生管理が極めて大切


